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概概概概        要要要要    

    

アルミナの焼結では、強度確保の点から異常粒成長を抑制することに注意が

払われてきた。一方、異常粒成長を起こした材料は、粗大な板状粒子が生成す

るため強度は劣化するが破壊靱性は若干向上する。本技術は、安価な原料を使

用し、強度劣化の原因となる粗大な粒子の形成を制御し、微細な板状粒子を多

数生成させることで、従来材の強度を保ちつつ、破壊靱性を大幅に向上させる。 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

強度、破壊靱性ともに向上したアルミナ材料が開発されている。しかし、こ

れらは、高価な高純度原料と高価な添加物を用いた物がほとんどである。本技

術は、通常の安価な原料を使用し、高価な添加物も一切用いることなく、高靱

性を発現させる点に大きな特徴がある。このため、部材の価格を大幅に上昇さ

せることなく、高信頼性部材を供給可能である。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

セラミックスの問題点として指摘されるコストと信頼性を満足する部材を製

造できる技術である。また、既存の製造設備がそのまま使用可能であるため、

多くのメーカーで対応可能な技術である。本高信頼性アルミナ焼結体は、既存

のアルミナ焼結体の機械的特性に対するイメージを一新する破壊靱性を有し、

アルミナセラミックスの幅広い普及が期待される。 
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